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立
川
市
西
砂
町
は
横
田
基

地
に
隣
接
す
る
住
宅
密
集
地

で
す
。「
横
田
基
地
問
題
を
考

え
る
会
」
と
「
立
川
平
和
委
員

会
」
は
共
同
で
今
年
６
月
、
こ

の
地
域
を
対
象
に
基
地
問
題

で
の
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
、
１
２
０
人
か
ら
回
答

を
も
ら
い
ま
し
た
。
９
月
に 

は
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
地

域
に
配
布
し
ま
し
た
。
Ｃ
Ｖ

２
２
オ
ス
プ
レ
イ
の
横
田
基

地
配
備
に
関
す
る
環
境
審
査

報
告
書
が
公
表
さ
れ
た
後
の

１
１
月
１
４
日
、
西
砂
町
で

横
田
基
地
問
題
で
の
初
め
て

地
域
懇
談
会
を
開
き
ま
し
た
。

同
２
団
体
が
呼
び
か
け

ま
し
た
。
事
前
に
２
，
０

０
０
枚
の
ビ
ラ
を
配
布

し
、
懇
談
会
を
知
ら
せ

ま
し
た
。
当
日
は
あ
い

に
く
の
雨
模
様
で
し
た

が
、
１
０
人
以
上
が
集
ま
り

ま
し
た
。
懇
談
会
で
は
初
め

に
、
横
田
基
地
問
題
を
考
え

る
会
の
岩
田
事
務
局
長
と
東

京
平
和
委
員
会
の
岸
本
事
務

局
長
が
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
計

画
と
横
田
基
地
の
現
状
な
ど

に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
は
、「
自
治
会

の
役
員
を
し
て
い
る
が
、
行

政
は
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
に
関

し
て
何
も
教
え
て
く
れ
な
い

の
で
不
安
だ
」
、
「
最
近
は
い

ろ
い
ろ
飛
行
機
が
横
田
基
地

に
飛
来
し
て
い
る
。
夜
遅
く

ま
で
飛
行
訓
練
を
し
た
り
、

夜
明
け
前
か
ら
飛
行
機
の
エ

ン
ジ
ン
の
音
が
し
て
う
る
さ

い
」
、
「
基
地
内
で
見
慣
れ
な

い
工
事
を
し
て
い
る
」
、
「
安

保
法
が
通
っ
て
し
ま
い
、
こ

れ
か
ら
先
横
田
が
ど
う
な
る

か
心
配
だ
」
、
「
地
位
協
定
の

改
定
が
必
要
で
は
な
い
か
」
、

「
中
国
や
北
朝
鮮
の
脅
威
に

ど
う
対
処
す
る
の
か
」
な
ど

の
意
見
、
感
想
、
疑
問
な
ど
が

出
さ
れ
ま
し
た
。  

 

後
日
、
西
砂
町
で
戦
争
法

廃
止
を
求
め
る
署
名
行
動
を

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
当
日
は

発
言
し
な
か
っ
た
女
性
に
会

い
、「
友
人
を
さ
そ
い
懇
談
会

に
参
加
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ

教
え
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
集

い
を
今
後
も
や
っ
て
欲
し
い
。

そ
の
時
は
も
っ
と
多
く
の
人

を
連
れ
て
い
く
よ
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
「
先
日
の
集

会
に
行
け
な
か
っ
た
が
、
ど

う
だ
っ
た
？
」
と
数
人
か
ら

聞
か
れ
ま
し
た
。 

 

１
１
月
２
１
日
に
は
福
生

市
で
、
〝
オ
ス
プ
レ
イ
配
備

を
撤
回
せ
よ
〟
の
５
０
０
０

人
集
会
が
開
催
さ
れ
「
オ
ー

ル
東
京
」
の
闘
い
が
始
ま
り

ま
し
た
。
今
後
は
、
オ
ス
プ
レ

イ
配
備
や
基
地
機
能
強
化
の

問
題
で
自
治
体
と
い
っ
し
ょ

に
な
っ
た
地
域
ぐ
る
み
の
活

動
を
ど
う
構
築
す
る
か
が
課

題
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
基

地
周
辺
地
域
で
の
草
の
根
の

活
動
を
強
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。 

（
西
砂
町
・
後
藤
太
刀
味
） 

        

「
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
計
画
に
つ
い
て
」 

立
川
市
西
砂
町
で
地
域
懇
談
会
開
く 

 

 
 

 

 

 

  

１月 11 日（月・祝） 

駅頭宣伝にご参加ください 

立川駅北口デッキ

13：30～14：30 

宣伝・署名 
ティッシュとチラシ配布 

地元の西砂会館 

「
行
政
は
何
も 

教
え
て
く
れ
な
い
」 
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「
戦
争
法
と

米
軍
基
地
強

化
」「
横
田
基

地
の
変
貌
の

現
段
階
」「
戦

争
法
も
オ
ス

プ
レ
イ
も
い

ら
な
い
・
世

論
と
運
動
を
」

の
テ
ー
マ
で

講
演
、
休
憩

を
は
さ
ん
で

質
疑
応
答
を

行
い
ま
し
た
。 

 

講
演
で
は
、

現
在
の
戦
争

は
国
と
国
が

行
っ
て
い
る

の
で
は
な
く
、

一
部
の
武
装

勢
力
と
の
争
い
だ
け
で
あ
る
。

欧
州
の
テ
ロ
行
為
に
軍
事
力

で
対
抗
す
る
こ
と
は
全
世
界

に
テ
ロ
が
広
が
る
懸
念
が
あ

る
。
ア
メ
リ
カ
は
一
部
に
武

装
勢
力
に
対
し
特
殊
作
戦
部

隊
を
送
り
込
ん
で
い
る
。 

 

戦
争
法
を
強
行
成
立
さ
せ

た
日
本
は
、
す
で
に
イ
ラ
ク
・

ア
フ
ガ
ン
戦
争
の
時
、
ジ
ブ

チ
に
自
衛
隊
基
地
を
建
設
し

常
駐
化
し
て
い
る
。
他
国
に

「
軍
隊
」
を
派
遣
し
基
地
を

設
営
す
る
こ
と
は
他
国
を
脅

か
す
こ
と
に
な
る
の
で
「
安

保
条
約
」
を
結
ぶ
必
要
が
あ

り
日
本
は
ア
メ
リ
カ
だ
け
で

な
く
「
ク
エ
ー
ト
」「
ジ
ブ
チ
」

と
も
結
ん
で
い
る
。 

ま
た
、
今
ま
で
は
、
保
持
し

て
い
な
か
っ
た
攻
撃
型
武
器

（
Ｍ
Ｖ
オ
ス
プ
レ
イ
・
水
陸

両
用
車
・
無
人
機
グ
ロ
ー
バ

ル
ホ
ー
ク
・
強
襲
揚
陸
艦
な

ど
）
を
次
々
と
購
入
を
決
め

て
い
る
。 

「
な
ぜ
横
田
基
地
な
の
か
」 

 

在
日
米
軍
基
地
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
横
田
基
地
へ
Ｃ
Ｖ

―
２
２
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
と

こ
れ
に
伴
う
特
殊
部
隊
を
置

く
こ
と
が
５
月
に
突
然
提
示

さ
れ
た
。
こ
れ
で
横
田
は
攻

撃
基
地
と
し
て
の
役
割
を
担

う
こ
と
に
な
り
政
治
的
な
イ

ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
い
る
。 

 

ゲ
リ
ラ
や
テ
ロ
リ
ス
ト
を

攻
撃
す
る
た
め
に
地
上
部
隊

の
み
な
ら
ず
、
特
殊
部
隊
は

少
人
数
（
３
０
～
４
０
人
）
で

パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
で
降
下
し
Ｃ

Ｉ
Ａ
と
一
緒
に
行
動
・
拉
致

す
る
。
Ｃ
Ｖ
―
２
２
オ
ス
プ

レ
イ
と
特
殊
部
隊
は
セ
ッ
ト

で
あ
り
、
墜
落
の
危
険
が
伴

う
だ
け
で
な
く 

“
拉
致
”
な

ど
を
公
然
と
行
う
部
隊
で
あ

り
ア
メ
リ
カ
は
重
要
視
し
て

い
る
。
こ
れ
を
公
式
に
受
け

入
れ
て
い
る
国
は
な
い
。
公

式
に
受
け
入
れ
る
こ
と
は
恥

ず
べ
き
行
為
で
あ
る
。 

「
横
田
基
地
は
訓
練
基
地

と
し
て
の
機
能
が
強
化
」 

航
空
法
で
の
市
街
地
上
空

の
飛
行
は
高
度
３
０
０
ｍ
以

上
（
安
全
地
域
は
１
５
０
ｍ

以
上
）
で
あ
る
が
、
Ｃ
Ｖ
―
２

２
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
訓
練

で
は
高
度
６
０
ｍ
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
て
、
こ
れ
を
横

田
エ
リ
ア
で
訓
練
す
る
。 

さ
ら
に
、
横
田
で
は
な
ん

の
協
定
も
な
く
パ
ラ
シ
ュ
ー

ト
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。 

パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
訓
練
は
沖

縄
読
谷
で
過
去
に
実
施
し
て

い
た
が
、
住
民
と
自
治
体
の

反
対
運
動
に
よ
り
日
米
協
定

変
更
を
勝
ち
取
り
沖
縄
本
島

で
の
訓
練
は
や
っ
て
い
な
い
。 

オ
ス
プ
レ
イ
や
Ｆ
―
３
５

の
整
備
基
地
と
し
て
の
機
能

も
持
た
せ
る
。
整
備
工
場
は

ア
メ
リ
カ
本
土
に
あ
っ
た
が
、

現
地
と
の
往
復
に
よ
る
経
費

削
減
か
ら
地
域
に
分
担
さ
せ

る
こ
と
を
進
め
て
い
る
。
ま

た
地
域
で
は
部
品
を
提
供
で

き
る
の
で
、
日
本
で
は
Ｉ
Ｈ

Ｉ
が
部
品
提
供
を
行
う
。 

本
土
の
沖
縄
化
が
進
ん
で

い
る
。
沖
縄
の
基
地
は
訓
練

用
と
し
て
さ
ら
に
強
化
さ
れ

る
。 国

内
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
よ
る
世

論
調
査
で
も
平
和
に
つ
い
て

な
す
べ
き
こ
と
は
武
力
に
寄

ら
な
い
外
交
が
必
要
と
言
っ

て
い
る
。
ま
た
ア
ジ
ア
の
地

域
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
も
恒
久
平

和
・
友
好
・
協
力
に
よ
る
結
び

つ
き
が
出
来
て
き
て
い
る
。 

１
２
月
５
日 

  

 
 

 

講
師 

小
泉 
親
司
さ
ん 

 

参
加
者
６
０
名 

オスプレイ横田配備と 学
習
講
演
会 

学習講演会での質疑応答 

横田基地の変貌 
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Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
「
戦
争
す
る
国
」

い
の
ち
脅
か
す
オ
ス
プ
レ
イ

は
東
京
・
横
田
に
来
る
な
！ 

 

１
１
・
２
１
集
会 

 

福
生
市
の
公
園
で
、
５
，
０

０
０
名
を
超
え
る
参
加
者
で

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
主
催
は

オ
ス
プ
レ
イ
反
対
東
京
連
絡

会
。 

 

共
産
党
の
小
池
晃
参
議
院

議
員
は
「
自
衛
隊
が
米
軍
と
と

も
に
、
海
外
で
戦
争
す
る
拠
点

と
し
て
、
横
田
基
地
が
強
化
さ

れ
て
い
る
。
Ｃ
Ｖ
２
２
オ
ス
プ

レ
イ
は
米
軍
の
先
制
攻
撃
を

担
っ
て
い
る
」
と
告
発
し
ま
し

た
。 

 

集
会
決
議
を
採
択
し
た
後
、

横
田
基
地
脇
の
１
６
号
線
を

「
オ
ス
プ
レ
イ
は
来
る
な
！
」

「
横
田
基
地
を
返
せ
！
」
「
平

和
が
い
ち
ば
ん
！
」
と
コ
ー
ル

し
な
が
ら
元
気
に
パ
レ
ー
ド

し
ま
し
た
。 

 

「
戦
争
す
る
国
」
を
許
さ
な

い
！
す
べ
て
の
基
地
撤
去
！
オ

ス
プ
レ
イ
の
横
田
配
備
に
反
対

す
る
１
０
・
２
５
東
京
集
会 

 

 
 

主
催
は
、
東
京
平
和
運
動
セ

ン
タ
ー
と
三
多
摩
平
和
運
動
セ

ン
タ
ー
、 

例
年
は
１
０
・
２

１
反
戦
デ
ー
で
す
が
、
今
年
は

オ
ス
プ
レ
イ
反
対
の
た
め
、
日

曜
日
の
昼
に
し
、
関
東
近
県
に

も
呼
び
か
け
て
、
２
，
３
０
０

名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。 

第
９
次
横
田
基
地
公
害
訴
訟
原

告
団
の
福
本
団
長
は
オ
ス
プ
レ

イ
の
危
険
性
と
横
田
基
地
の
現

状
を
訴
え
日
本
政
府
の
姿
勢
を

批
判
し
ま
し
た
。 

 

集
会
後
、
横
田
基
地
西
側
の

国
道
１
６
号
線
を
通
っ
て
福
生

駅
ま
で
元
気
に
デ
モ
行
進
し
ま

し
た
。 

わ
た
し
た
ち
に
基
地
も
戦

争
も
い
ら
な
い
！
砂
川
闘

争
６
０
周
年
の
つ
ど
い 

 

  

主
催
は
実
行
委
員
会
で
１
，

５
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

午
後
に
は
砂
川
・
横
田
・
沖
縄

に
関
す
る
展
示
と
映
画
「
流
血

の
記
録
・
砂
川
」
と
沖
縄
の
闘
い

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映
が
行
わ
れ
、

夜
の
集
会
で
は
１
２
０
名
の
大

合
唱
団
で
組
曲
「
砂
川
」
が
歌
わ

れ
ま
し
た
。 

 

衆
議
院
議
員
の
照
屋
寛
徳
さ

ん
が
、
沖
縄
か
ら
の
訴
え
を
し

ま
し
た
が
、
沖
縄
の
県
民
は
先

の
戦
争
体
験

か
ら
、
戦
争

に
つ
な
が
る

動
き
を
決
し

て
許
さ
な
い

と
深
い
感
銘

を
与
え
る
報

告
を
さ
れ
ま

し
た
。 

 

「
砂
川
の
大
地
か
ら
、
と

ど
け
平
和
の
声
」
砂
川
闘

争
６
０
周
年
現
地
集
会 

 

  

現
地
集
会
は
砂
川
学
習
館
と

広
場
で
行
わ
れ
、「
砂
川
闘
争
の

記
録
映
画
」
鑑
賞
な
ど
「
う
ど
ん
」

や
「
砂
川
鍋
」
も
あ
る
な
ご
や
か

な
集
会
で
２
０
０
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
反
対
同
盟
・
宮
岡
政
雄

氏
（
故
人
）
の
娘
さ
ん
の
福
島
京

子
さ
ん
が
、
沖
縄
で
の
経
験
も

含
め
て
報
告
し
ま
し
た
。
ま
た

人
形
劇
で
当
時
の
闘
い
を
再
現

す
る
と
い
う
奇
抜
な
催
し
で
し

た
。 

新
宿
に
あ
る
ア
メ
リ
カ

の
レ
イ
ク
ラ
ン
ド
大
学
日
本
校

の
教
授
や
学
生
も
参
加
し
発
言

し
ま
し
た
。 

オスプレイの横田配備に反対する１０・２５東京集会  

いのち脅かすオスプレイは東京・横田に来るな！  １１・２１集会 

わたしたちに基地も戦争もいらない！砂川闘争６０周年のつどい  

「
砂
川
の
大
地
か
ら
、
と
ど
け
平
和
の
声
」
砂
川
闘
争
６
０
周
年
現
地
集
会 
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＊基地外訓練 

・10/13 第459空輸飛行中隊 ＵＨ-1Ｎ パイロットキャンプ富士 

・10/13 第459空輸飛行中隊 Ｃ-12 富士山 

・10/14 第36飛行中隊 Ｃ130Ｈ 日本の山岳飛行 伊豆半島上空・関東平野上空夜間飛行訓練 

＊自治体等 

・福生市 市有地の「自由広場」を自衛隊宿舎に提供 

・11/10 夜間訓練に対する質問の回答―横田防衛事務所の聞き取り 

 「今回の橫田基地における SRI(サムライ即応監査）においては、太平洋地域における演習ヴィジラント・

エースを支援しており、ご照会のあった航空機もこれに関したものです。将来起こりうる人道支援や災害

救援活動等の態勢を整えておくことは，米軍とその同盟国にとって大きな利点です。また頻繁ではありま

せんが、西太平洋の空輸ハブである橫田基地は，給油を必要とする飛来機から緊急に支援を要請されるこ

ともあります。周辺自治体の不安や憂慮は理解しておりますので、航空機騒音の影響をできるだけ少なく

するよう努力します。今件に関する周辺自治体の皆様のご理解とご支援に感謝する」以上 

＊オスプレイ関係 

・10/9 ＭＶ-22 ２機飛来し富士演習場へ 「山岳地帯で低空飛行訓練」実施 

・５月 ハワイ ＭＶ-22墜落事故原因 「巻き上げた砂に含まれていたカルシウムやマグネシウムなど複数

の鉱物がエンジンの燃焼室で溶け、タービン翼に固着した結果と分析（米・事故調査） 

 2010年4月 アフガニスタンでのＣＶ-22墜落事故についても同様の原因である可能性をコメント(米) 

 

 

＊基地情報 

・10/8  戦闘武器訓練実施 Ｍ-4カービン銃の発

射訓練（5.56ミリ弾使用） 

・10/25 イギリス空軍のエアバスＡ400Ｍが飛

来 （同機種は 5/9スペインで墜落） 

・10/30 カリフォルニア州空軍 Ｃ-130Ｊ-30 

２機、アラスカ州空軍 Ｃ-130 ２機着陸 

・11/1  米国本土から飛来の４機離陸、横田Ｃ-

130 ４機離陸 

・11/1～2 22時～6時の間、米軍機７機離着陸

（日米合意違反）三沢基地のＦ-16戦闘機２

機、横田基地のＣ-12要人輸送機１機及びＣ-

130輸送機４機 

・11/1～7まで韓国で実施している米韓合同演習

【ビジラント･エース16】に関連しての飛来等 

  「ビジライト･エース16」とは米韓が韓国で実

施し１万６千人が参加する大規模演習。鳥山

（アサン）空軍基地を中心に夜間の戦闘機・攻

撃機の訓練。その訓練に横田が組み込まれた 

・11/1～11/10（期間中の土日も実施）サムライ

即応監査―韓国での合同演習ビジライト･エース

支援 

 

 

・11/2～3 22時～6時の間 米軍機１１

機離着陸、横田基地のＣ-12要人輸送機

１機及びＣ-130輸送機１０機 

・11/3  米軍制服組トップ ダンフォー

ド統合参謀本部議長訪問 

・11/3～4 22時～6時の間、米軍機４機

離着陸 横田基地のＣ-130輸送機４機 

・11/8  5時台 米軍機９機離陸 

  アラスカ・カリフォルニア空軍機各１

機、横田所属機７機    

・11/16～20 横田基地第36空輸飛行隊

と沖縄・普天間の海兵隊による合同パラ

シュート降下訓練実施 400人予定

（16日5人、17日45人、18日14

人、64名を確認） 

・11/23 オバマ大統領搭乗の大統領専用

機エアーホースワン着陸（給油か？）真

夜中の離着陸、横田基地は列車で燃料を

受け取れる唯一の基地の為潤沢に燃料が

備蓄されている 

 


